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Abstract: It is generally known to us that the classical Japanese language had more various word fonmLS

which condition the Tensc― Aspect than the modern onc. That is lilnited,however, to the affirmative expres―

sions,and when looking into 2吻 ι7hJι (√ Gι 4JiJ there are only threc examples of Tensc― Aspect in the nega―

tive situation,i.e.Zariki― fornl,Zaritsu― for]田L and Zarikeri―form.In this paper it is exanlined how these for]m[s

are properly choseno As the result,it has becomc clear that Zariki― fornl shows a negative situation at a tilne

of the past,Zaritsu shows the ending of a negative situation which has continued fron■ the past and Zarikeri

the reconfirmation,with deep emotion,of the past negative situationo Moreover, Zatrikeri can show a nega―

tive situation continuing at present,as well as the possibility of a negative situation that will continue from

now on. Also, Zarikeri, while it is based upon the emotional feeling, can be said to have a role to show

those Aspectual rneanings which cannot be shown by neither Zariki nor Zaritsu.

要旨 :古典語においては,現代語と比較すると,テ ンス・アスペクトをになうとされる語形が多様で

あることがしられている。しかし,それは,いわゆる肯定表現のばあいに限定されるもので,源氏物

語での否定表現においては,ザ リキ形・ザリツ形・ザリケリ形の 3つの語形しか存在しない。本稿で

は,こ れらの語形が, どのようにつかいわけられているのかを検討した。その結果,ザ リキ形が過去

の時点における否定的事態を,ザ リツ形が過去から継続していた否定的事態が終了したことを,ザ リ

ケリ形が話し手の過去の否定的事態に対して「感慨」をまじえて再確認することを,それぞれじめし

ていることがあきらかとなった。そして,ザ リケリ形では,現時点まで否定的な事態の継続していた

ことや,現時点以降も否定的な事態の継続する可能性のあることをしめすこともありうる。ザリケリ

形は,ム ード的な意味を基本としながらも,ザ リキ形やザリツ形ではじめしにくいアスペクト的な意

味をしめす役割をになっているとみることもできるのである。

は じ め に

古代日本語における,テ ンス・アスペクトをになう

とされる助動詞には,多様な語形が存在する。テンス

のキ・ケリ,アスペクトのツ・ヌ・タリ・りである。

さらに,それらの複合形である,ニ キ,テケリ,タ リ

ケリなどの存在ともあわせてかんがえると,夕 のみし

か存在しない現代語比較して,その多様性はきわだっ

ている。

しかし,それは,あ くまで肯定表現のなかだけでの

ことである。否定表現についてみると,その状況は一

変する。否定のテンス・アスペクトに関する語形は,

否定の助動詞ズのアリ系の活用とされるザリに,キ ・

ケリ・ツの下接するものしか,使用例が存在しないか

らである。



本稿では,その使用状況の一端を検討するために,

源氏物語におけるのこれらのザリ形による否定表現で

の使用例をみていくことにしたい。

2 使用形 と用例数

源氏物語のザリの使用数は,641例 である
い
。以

下,複合形ごとの使用形と用例数をあげる。

ザラ :179例

ザラナム (終助詞):6例

ザラマシ 37例 (ザラマシカ :15例 ・ザラマシ (終

止):19例 ・ザラマシ :(連体 3例 )

ザラム :136例 (ザラム (終止 )三 4例 ・ザラム (連

体):119例 ・ザラメ :13例 )

ザリ :405例

ザリキ :152例 げ リセ :1例 ・ザ リキ :15例 ・ザ

リシ 三Hl例 ・ザ リシカ 25例 )

ザ リケム 三22例 げ リケム (終止 )三 7例 ・ザ リケ

ム (;重体):12例 ・ザリケメ :3例 )

ザ リケリ :178例 (ザ リケリ :43例 ・ザリケル :106

例・ザリケレ :29例 )

ザ リツ :46例 (ザ リツ 三3例 0ザ 1リ ツル :35例 ・

ザリツレ :8例 )

ザリツラム :3例 (ザ リツラム (終止):2例 ・ザリ

ツラム (連体)1例 )

ザリツルナリ :1例 (ザ リツルナリ :1例 )

タラザ リキ 1例 (タ ラザリシ 三1例 )

ラ (完了 り)ザ リキ :2例 (ラ ザ リシ :1例 ・ラザ

リシカ 1例 )

ザル :56例 (ザ (ン )形 50例 をふ くむ)

ザルベシ :6例 (ザ ルベシ :5例 ・ザルベケ レ :1

例 )

ザナリ :13例 (ザナリ :2例 ・ザナル :5例 ・ザナ

レ :6例 )

ザメリ 三35例  (ザ メリ 三151a‐10ザ メル :14伊10ザ

メレ :6伊 1)

ザメリキ :1例 (ザメリシ :1例 )

タラザメリ :1例 (タ ラザメレ :1例 )

ザレ :1例

ザレバ :1例
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つぎに,参考として,否定の助動詞ズの連体形ヌに

連体ナリが下接する例をあげる。なお,こ れらには終

止用法の使用例 しかない。

ヌナリ :8例  ヌナラム :2例  ヌナリケリ :11例
ヌナルベシ :10例

以上にあげた,ザ リに助辞の下接する複合形の問題

点として,以下の 6点が指摘できる。

①ザリヌ (完了ヌ)の使用例が (ヌ ラム・ヌベシ等も

ふくめて)ないこと。

②ザリタリの使用例が (タ リケリ・タルベシ等もふく

めて)な いこと。

③ (テケリ等の)テ ンス・アスペクト系の複合形の使

用例がないこと。

④ザルラムの使用例がないこと (ザラム・ザリケムは

ある)。

⑤ムード系の複合形の使用例もザメリキ 1例のみであ

ること。

⑥ザルベカリ・ベカラザリの使用例がないこと (ザル

ベシ 0ベ カラズはある)。

以上 6点のうち,本稿で注意されるのは①と②と③

である。ザリに下接するテンス・アスペクト系の助動

詞がかぎられていることと,複合形での使用例がない

ことにより,否定表現におけるテンス・アスペクトの

表現形式が,肯定表現と比較すると,圧任l的に少数と

なっているのである。

それを提示すると以下のようになる。

肯定    否定

形   終止形     ズ
ス   キ    ザリキ

ケリ   ザリケリ

本

ン

基

テ

アスペク ト
ヽ
ソ

ヌ

サ'リ ツ

φ
タリ      φ
り           φ

複  合 テキ
ニキ

タリキ

リキ

テケリ

ニケリ

タリケリ

リケリ
ニタリ

肯定表現と否定表現とで対応形があるのは,基本形

とザリキ形・ザリケリ形・ザリツ形のみで,ほかの例

では否定表現の側に対応するものがない。この点から

すると,多様とされる古代語におけるテンス・アスペ

クト系の表現も,否定表現においては,非常にかぎら
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れたものとなっていることが理解される。

そこで,3章以下では,こ れらのザリキ形とザリツ

形,さ らにザリケリ形がどのように使用されているの

かを,具体例に貝「して検討していくことにしたい。

3 ザ リキ形 とザ リツ形

まず,ザ リキ・ザリツ両形の使用例がある動詞の例

から検討する。動詞「きく (聞 く)」 の例である。前

後の文脈もあわせて検討するために,あ る程度のまと

まりで引用する。また,説明の便宜のために,現代語

訳も付 した。

[1]う つし人にてだに,む くつけかりし人の御け

はひの,ま して世かはり,あやしきもののさまに

なりたまへらむをおぼしやるに,い と′亡ヽうけれ

ば,中宮をあつかひきこえたまふさへぞ,こ のを

りはものうく,い ひもてゆけば,女の身は,み な

おなじ罪ふかきものゐぞかしと,なべての世のな

かいとはしく,かのまた人もきかざりし御なかの

むつ物語に,す こしかたりいでたまへりしことを

いひいでたりしに,ま こととおぼしいづるに,い

とわづらはしくおぼさる。 (「若菜下」H89-7)J

(現代語訳 )〕

現世の人であってさえ,不気味であった人のご

様子の,ま して (死んで)世がかわり,あやしい

物の姿になっていらっしゃるだろうことをおもい

やりなさるに,非常につらいので,(秋好)中宮

をお世話申しあげることさえが,こ の際は気がす

すまず,いいつのっていくと,女の身は,み なお

なじ罪ぶかい根源なのだと,すべての男女のなか

がいやなもので,あのまた人もきかなかった (紫

上との)お ふたりなかの睦言で,(六条御虐、所の

ことを)す こしかたりだしたことを (物怪が)い

いだしたのに,た しかにとおおもいだしになる

に,非常に厄介におおもいになる。

[2]「 1よ |じめ|よ |り ,さ らに守の御むすめにあら

ずといふことをなむきかざりつる。おなじことな

れど,人ぎきもけおとりたるここちして,いでい

りせむにもよからずなむあるべき。ようも案内せ

で,う かびたることをつたへける」とのたまふ

に,い とほしくなりて,「 くはしくもしりたまへ

ず。女どものしるたよりにて,お ほせごとをつた

へはじめはべりしに,なかにかしづくむすめとの

みききはべれば,守のにこそは, とこそ|お:|も 101

1た|ま ,ヽ |つ :れ|。 こと人の子もたまへらむとも, と

ひききはべらざりつるなり。かたち心もすぐれて

ものしたまふこと,母上のかなしうしたまひて,

おもだたしうけだかきことをせむと,あがめかし

づかると ききlt:ヽ りし|か ば,い かでかの辺のこ

とつたへつべからむ人もがな, とのたまはせしか

ば,さ るたよりしりたまへりと,と り申ししな

り。さらに, うかびたる罪はべるまじきことな

り」と,腹あしく,こ とばおほかるものにて申す

に ,・ … …

(現代語訳 )

(「東屋」1797-40H)

「はじめから,ま ったく守の (実の)娘でないと

いうことをきいていなかった。 (婿であるのは)

おなじことであるが,人ぎきも一段おとったここ

ちがして,(屋敷に)出 入りしようにも (体裁

の)よ くないことだ。よくも調査しないで, うわ

ついた話を (わたしに)つたえたものだ」とおっ

しゃると,こ まってしまって,「 くはしくもしっ

ておりません。女どものしるたよりで,(婿 にと

の)お ことばをつたえはじめましたところ,大勢

の中で大事に世話する娘とだけききまして,守の

にこそは (ち がいない), とおもっておりまし

た。ほかの父親のこどもをもってられるだろうと

も,たずねかなかったのです。 (浮舟の)容貌や

心もすぐれていらっしゃること,母上のかわいが

りなさって,世間に自慢できるような身分のたか

い人との婚姻をしようと,あがめ大事にしている

とききましたので,さ るたよりをしっていらした

と,と りつぎ申したのだ。けっして,いい加減な

との罪がございますようなことはないのだ」と,

おこりっぽくことばのおおい者で (あれこれと)

申すと,……

[1]と [2]の例から,ザ リキ形とザリツ形のちが

いをみることができそうである。まず,[1]は ,光源

氏が六条御虐、所のことをふりかえってかんがえている

伊1である。紫上を病にくるしめたのは,自分と紫上と

のふたりだけの第三者が「きかなかった」はずの睦言

を,御虐、所がきいてうらみにおもったからとふりかえ

っている。

睦言であるから当然ほかの人はきいたはず もない。

しか し,現世の人でない御虐、所の しるところとなっ

た。この「きかざりし」は,過去の時点で話を「きか

なかった」と,あ きらかに過去のある時点での事態を

意味している。光源氏が″亡ヽ中でふりかえっている物語

の現時点からして,過去のできごとであることをのベ

ていることになる。



それに対して,[2]の ザリツは,過去の事態を現時

点と関連させるかたちでとらえている例である。浮舟

との縁談をのぞんでいた少将が,彼女が常陸介の実の

娘でなく現在の妻の連れ子であることをしって,立腹

して,仲介者をせめ,ま た,仲介者もそれに反駁して

いる。

少将は縁談の当初から娘が守の実子でないことをま

ったく「きいてなかった」と主張する。「はじめよ

り」と時点をあらわす副詞が共起していることからも

理解されるように,こ の話を最初からきいていない,

そして,逆にいまの時点では,その事実をしったとい

うことが意識されている。縁談をすすめている当初は

しらなかったものの,い ま問題にしている時点の直前

からは,その事実をしり,愕然としているというもの

である。

一方,それに対する仲介者の反論は,大事にしてい

る娘ということで実子だとおもった,それで,ほかの

人が父親である娘をもっているとは「といきかなかっ

た」のだと,自分に落ち度はないとする。仲介者も当

初はきいていなかったが,現時点ではすでに知識とし

てきいている。直前の「おもひたまへつれ」も同様

で,実子だと「おもった」のは過去のことで,い まは

実子であるとは「おもっていない」のである。

この点からすると,「 きかざりき」とザリキ形を使

用するばあいは,現時点からすると過去の事態である

こと指摘するのに対して,「 きかざりつ」とザリツ形

を使用するばあいは,単 なる過去の事態ではなく,現

在はすでにそのような否定された事態は解消して,い

まとなっては否定された事態が存在しないだけでな

く,ま ったく逆の事態となっていることをしめしてい

る。ザリキ形とザリツ形では,過去の否定的事態をし

めすのは同様であるものの,あ きらかに,現時点との

関係のあり方がことなっているのである。

つづいて,「きく」に対応する,「はなす」意味の謙

譲語動詞「きこゆ」の例を検討する。

[3]は じめより懸想びてもきこえたまはざりし

に,ひ きかへし懸想ばみなまめかむもまばゆし,

ただふかき′亡、ざしをみえたてまつりて,う ちとけ

たまふをりもあらじやは, とおもひつつ, さるべ

きことにつけても,宮の御けはひありさまをみた

まふ。みづからなど, きこえたまふことはさらに

なし。

(現代語訳 )

(「夕霧」1309-6)

はじめから色めいても申しあげなさらなかった

ところで,う ってかわって色めいてあだっぱくふ
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るまうのも,気はずかしい,ただ (自分の)ふか

い気持ちをおみせ申しあげて, うちとけなさるお

りもないだろうか (い やあるはずだ), とくりか

えしおもい, しかるべきことにかこつけても,

(落葉)宮のご様子態度をご覧になる。 (宮 は)自

分自身で,(お 返事)申 しあげなさることはまっ

たくない。

[4]「′亡ヽうく,

ける 。院にも

きころにて:

かなさ」とて, あ りし方にい りたまふ。

(「総角」 1653-4)

(現代語訳 )

「情けなく, どうして, こんなに (わ るい)と も

つげなさらなかったのか。院にも内裏にも,あ き

れるほど,行事の繁忙なころで,こ こ数日もお見

舞い申すことができなかったもどかしさ」と (薫

は)い って,(前 にたずねたとき)いた部屋にお

はいりになる。

[3]と [4]は ,「 きこえざりき」と「きこえざり

つ」の例である。 [3]で は,夕 霧が友人の柏木の死

後,その未亡人である落葉宮をたずねる例で,最初か

ら色恋の気持ちで訪問していなかったのを,い まさら

それを表にだすのも気はずかしく,誠意をしめすこと

で落葉宮に気持ちをしってほしいと,夕霧はかんがえ

ている。

この例で注意すべきは,副詞「はじめより」であ

る。[2]の「はじめより」は,現在との対比でいまは

事実を聞いたが,「はじめより」は聞いてなかったと

するものである。それに対して,[3]で は現在と対比

しての「はじめより」ではあるものの,[2]で は現時

点でも夕霧はそのお見舞いのような態度をかえずに色

恋の気持ちはだしていない。その点で,こ の「きこえ

たまはざりし」は「はじめより」もそうで現在もそう

であるということになる。ザリキ形では,ザリツ形の

ように現時点では過去に否定された事態がもうすでに

終了しているのではなく,過去の時点での否定的事態

が存在したことに重点があり,それが現在どうである

のかというのは,結果としてあらわされる意味にすぎ

ないのである。

[4]は ,薫が宇治の大君を見舞いにいく伊1である。

「日ごろ」と,こ こしばらくたずねなかったことをわ

びているが,い まようやく見舞いにいけたことで ,

「きこえざりつる」もどかしさが解消できたことにな

る。そして,現時点では,見舞いのできた結果,お話

などか,か くともつげたまはざり

うちにも,あ さましく,こ としげ

日ごろも えきこえざりつるおぼつ



を申しあげることができて,「 きこえざりつる」では

ない状況となったわけである。

[3]の 「きこえざりき」が過去の時点での事態をし

めしているのに対して,[4]の 「きこえざりつ」は過

去の時点での否定的事態がいまの時点ですでに解消

し,過去と現在とが対比的にのべられているのであ

る。

[5]と [6]は ,「 しらざりき」「しらざりつる」の

例である。

[5]宮 は,いつしかと御文たてまつりたまふ。山

里には,たれもたれもうつつのここちしたまはず

おもひみだれたまへ り。さまざまにおぼしかまへ

けるを,色にも,|だ ||し|たま|ざ|,1ナる|よ と, うと

ましくつらく,姉宮をばおもひきこえたまひて ,

日もみあはせたてまつりたまはず。しらざりしさ

まをも,さ はさとはえあきらめたまはで,こ とわ

りにノ亡ヽくるしくおおもひきこえたまふ。

(「総角」 1620-6)

(現代語訳 )

宮 (匂宮)は ,はやくはやくとお手紙をおだし

申しあげになる。 (宇治の)山里では,だれもだ

れもが現実の気持ちがなさらなくておもひみだれ

ていらっしゃった。 (薫が)あ れやこれやとたく

らんでいられたのに,顔色にもおだしにならなか

ったことよと,い やでつらく,(中 君は)姉宮の

ことを気づかいなさって,日 もみあわせ申しあげ

なさらない。 (大君は)し らなかった事情をも,

はっきりと弁明なさることができなくて,無理な

いと′亡ヽぐるしくおもひ申しあげなさる。

[6]「 1年
1ご
ろは ,世 にやあらむともしらざりつ

る人の,こ の夏ごろ, とほきところよりものして

たづねいでたりしを,う とくはおもふまじけれ

ど,ま た,う ちつけに,さ しもなにかはむつびお

もはむと,お もひはべ りしを, さいつころきたり

しこそ,あやしきまで昔人の御けはひにかよひた

りしかば,あ はれにおぼえなりにしか。形見な

ど,か うおぼしのたまふめるは,なかなかなにご

とも,あ さましくもてはなれたりとなむ,み る

人々もいひはべ りしを,い とさしもあるまじき人

の,いかでかはさはありけむ」とのたまふを,夢

かたりか, とまできく。 (「宿木」1755-2)

(現代語訳 )

「長年の間は,こ の世にいるのだろうかともしら

なかった人が,こ の夏ごろ,と おい地方から上京

ザリツ形 。ザリケリ形

してたずねだしたのを,う とくはおもうはずはな

いものの,ま た,い きなりに,そのようになにも

親しくすることもあろうか (いやその必要もある

まい)と ,お もっておりましたのに, さきごろき

たのが,ふ しぎなほどまで昔人 (大君)の ご様子

にそのままだらたので, しみじみなつかしくおも

えました。形見などと,こ のように (わたしを)

おおもいになりおっしゃるようなのは,かえって

どの部分も,お話にならないほどにていないと,

(わたしを)世話する人々もいっておりました

が, さほどそのようにもある (にている)はずの

ない人が, どうしてかはそのようであつたか」と

(中 君の)お っしゃるのを,夢の話か, とまで

(薫は)き く。

[5]で は,匂宮が中君との逢瀬ののち,文 をおだし

になるが,宇治の山里ではだれもが呆然とした状況

で, とりわけ,姉の大君は,妹中君に自分のしらなか

った薫の思惑をなにも説明することもできず,心 ぐる

しくおもっている。ここでの「しらざりし」は,過去

の時点で薫の思惑を大君がしらなかったことをしめし

ている。この思惑については,現時点でも,大君は明

確にしつているわけではないが,こ の「しらざりし」

では,過去の時点で大君が「しらなかった」というこ

とに重点をおいたものとかんがえられる。

[6]で は,中君が薫に自分の異母妹である浮舟のこ

とを紹介している。いままでずっと,存在自体をまっ

たくしらなかった浮舟であるが,い ま対面してみる

と,な き大君そのままであるのにおどろいている。こ

こでは,い ままでしらなかったのが,つい最近しった

というのが重要である。「しらざりつ」のばあい, し

らなかったという過去の事態と対比されることで,現

在しったといっことがしめされている。

この動詞「じる」のばあいでも,さ きの「きく」

「きこゆ」と同様に,ザ リキ形とザリツ形は,過去の

時点での否定的事態をしめすものと,現在との対比を

意識して過去には否定される事態であったのが,その

事態が終了していまは肯定される事態になっているも

の, という相違点があるとかんがえられる。

以上,[1]か ら [6]ま での 3組のザリキ形とザリ

ツ形の比較から,両者には意味上の相違点のあること

があきらかになった。いずれも過去の時点での否定的

事態をしめすことは同様であるものの,過去の時点で

の事態をしめすザリキ形と,現時点かその直前まで継

続していた過去の事態がすでに終了したことをしめす

ザリツ形というちがいである。これをふまえて,4章
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では,ザ リケリ形の使用例についてみてい くことにす

る。

4 ザリケリ形の問題点

3章でみたように,ザ リキ形 とザ リツ形 について

は,対応するようなかたちでの意味のちがいがあると

かんがえられる。それでは,ザ リケリ形については ,

どうであろうか。

助動詞ケリ自体の意味には,膨大な研究史の蓄積が

あり,近年ではケリにはテンスの意味はなくもっぱら

ムー ドの意味をもつ ものとする説 も提起 されてい

る中。その点からすると,ザ リケリ形の意味も,ザ リ

キ形・ザリツ形とどのように関係づけられるのかは注

意されるところである。

以下にあげる,[7][8][9]は ,3章でとりあげ

た,動詞「きく」「きこゆ」「じる」での,ザ リケリ形

の使用例である。

[7]「 さても,か くその世の心 しりたる人ものこ

りたまへりけるを,めづらかにもはづかしうもお

ぼゆることのすぢに,な ほかくいひつたふるたぐ

ひやまたもあらむ。年ごろ かけても ききおよば

ざりける」とのたまへば,「小侍従と弁とはなち

て,ま たしる人はべらじ。ひとことにても,ま た

こと人にうちまねびはべらず。か くものはかな

く,数ならぬ身のほどにはべれど,夜昼かの御か

げにつきたてまつりてはべ りしかば,おのづから

もののけしきも見たてまつりそめしに,御心より

あまりておぼしけるときどき,た だふたりのなか

になむ,た まさか御消虐、のかよひもはべ りし。……

(「有寺ク臣」 1538-5)

(現代語訳 )

「それにしても,こ のようにその当時の事情をし

った人ものこっていらしたのに,普通でありえな

いことにもはずかしいともおもえることの事情

に,や はりこのようにいいつたわるたぐいの人は

またもあろうか (いやあるにちがいない),長 年

ちかっても (わたしは)き きおよばなかった」と

(薫が)お っしゃると,(弁の尼)「小侍従と (わ

たし)弁をのぞいては,も うしる人はございます

まい。一言でもまたほかの人にはなしつたえなど

していません。このようにたよりなく,数でもな

い身分でございますが,夜昼あの (お方の)おそ

ばにおつかえ申しあげておりましたので,自 然と

もののいきさつをもみ申しあげはじめたところ,
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(柏木が)お″亡、からあまって (女三の宮を)おお

もいになったおりおり,た だふたりのなかに,時

たまのお手紙がかようこともございました。……

[7]で は,薫が弁の尼から自分が柏木の子であると

いう「真相」をつたえきいて,お どろいてはなした会

話にザリケリ形が使用されている。長年「ききおよば

なかった」というのは,こ の時点まできかなかったと

いうことである。しかし,それだけなら,ザ リツ形を

もちいることも可能である。

しかし,ザ リツ形のばあい, きかなかったという事

態がこの時点で終了したということに重点がおかれる

ことになる。換言すれば, きかないでいた事態がおわ

って, きいた事態がこれからつづ くということであ

る。だが,それだけでは,こ の会話の状況を十分に説

明したものとはならない。

薫のきいた「真相」は,い まさらそれをきいたとこ

ろで,あ きらかにしてはならないものである。それゆ

えに,彼にとっては,「 きいた事態」になることが従

来の「きかない事態」とは外面的にはことなったもの

となるはずもない。「きいた」ところで,彼はこの秘

密を終生いだいていかざるをえない。ここでは,「真

相」をきいたことで, うすうす感じていた「秘密」が

ようやくわかったことになるだけである。

この例については,ザ リケリ形をもちいて,薫の

「感慨」や「気づき」にあたるようなものをあらわし

ているとするのが,妥当な見方であろう。「ああ,や

はりそうだったのだ」というような理解である。しか

し,さ きにもふれたように,こ の時点まで「ききおよ

ばない」事態がつづいていたことをあらわしていると

いう側面もあることに気づく。単にザリキ形では,過

去の時点をしめすだけであるが,ザ リケリ形のばあ

い,こ のような否定的な事態の継続的側面をあらわす

表現ともなりうるとかんがえられるのである。

[8]こ のうきたる御名をぞ, きこしめしたるべ

き。さやうのことのおもはずなるにつけてうじた

まへると,いはれたまはむことをおぼすなりけ

り。さりとてまた,あ らはれてものしたまはむも

あはあはしう,心づきなきこととおぼしながら,

はづかしとおぼさむもいとほしきを,な にかはわ

れさへききあつかはむ, とおぼしてなむ,こ のす

ぢは, かけても きこえたまはざりける。

(「夕霧」1355-2)

(現代語訳)

この (夕霧との)う いたお噂を (朱雀院も)お

耳にいれていらっしゃったはずである。そのよう



なことがおもうようでなくなるにつけて (落葉宮

が)世 に見切りをつけられたと,(落葉宮があれ

これと)いわれになられてしまうようなことを

(朱雀院は心配して)お おもいになるのであっ

た。そうであるといってもまた,公然と (夕 霧

と)一緒になられるようなのもかるがるしく,感

心しないことと (朱雀院は)おおもいでありなが

ら,(こ ういう話は落葉宮は)はずかしいとおお

もいになられそうなのもおいたわしいのに, どう

してこの自分 (朱雀院)ま でがきいて口出ししよ

う (いやそれはすまい),と おおもいになって,

この手のことは,決っして (落葉宮に)お 申しあ

げにはならなかった。

[8]で は,朱雀院が娘の落葉宮のことを心配してい

る。彼女は,夕霧との関係が世間にしられてしまい,

つらい立場にあって出家もかんがえている。ここで,

夕霧とのなかについて「お申しあげにならなかった」

というのは,心にはあっても彼女の立場を配慮すると

口にだせないことであり,い ままでもこれからも話題

にしないことは確実なことである。

この部分は,地の文による説明でもあるため,会話

文とはことなっているのであるが,語 り手の立場から

しても,朱雀院が申しあげられなかったというのを,
ムード的に「感慨」をこめてかたっていると理解する

ことができる。そして,物語の筋自体も,朱雀院の話

はここで一段落して,つ ぎは夕霧の立場からの話とな

っている。

ただ,こ れをムード的な語り手の「感慨」とする以

外に, もうひとつの見方として,そ こから,そのよう

な否定的な事態が継続しているという,時間的な佃1面

もみることができる。そして,こ の例では,それは現

時点を経過して将来もそうであると,否定的な事態が

継続するであろうことも予想される。

同様のことは,3章でみた [4]で の「つげたまは

ざりける」でも指摘できる。この例では,話 し手の薫

が大君に対して,「 どうしておつたえにならなかった

のか」と,病状を自分につたえてくれなかったこと

を,不満もまじえてのべている。病状がわかったのは

実際にたずねてからなので,こ の時点でも大君は具体

的に薫につたえることはしていない。否定的な事態は

まだ継続していると理解される。これらの例のよう

に,ザリケリ形には,ム ード的な側面にとどまらない

要素があり,否定的な事態が会話の現時点でも継続し

ていたということをしめす夕1も あると理解されるので

ある。

ザリツ形 。ザリケリ形

[9]……夢にもしりたまはぬことなれば,あ さま

しうおぼして,「 |力こかうのたまふもことわりな

れど, |かけ|て|も |こ の人々の下の心なむしりはベ

らざりける。げにいとくちをしきことは,こ こに

こそましてなげくべくはべれ。もろともに罪をお

ほせたまふは,う らめしきことになむ。みたてま

つりしより,′亡ヽことにおもひはべりて,そ こにお

ぼしいたらぬことをも,す ぐれたるさまにもてな

さむとこそ,人 しれずおもひはべれ。ものげなき

ほどを,心の間にまどひて,いそぎものせむとは

おもひよらぬことになむ。さても,たれかはかか

ることはきこえけむ。よからぬ世の人のことにつ

きて,き はだけくおぼしのたまふも,あ ぢきな

く,む なしきことにて,人の御名やけがれむ」と

のたまへば,……

(現代語訳 )

(「少女」683-11)

・…… (大宮は)夢にもご存知ないことなので,あ

きれたことにおおもいになって,「本当にこのよ

うに (内大臣が)お っしやるのも当然のことだ

が,ち かってもこの人々 (夕霧と雲居雁)の 内心

をしりませんでした。本当に非常に残念なこと

は,こ このわたしにとつてこそ (あ なた以上に)

ましてなげくべきことです。ふたリー緒に罪をお

かけになるのは,う らめしいことで。 (わ たしは

雲居雁を)お世話申したときから,格別におもい

まして,あ なたがおおもいいたりにならないこと

をも,す ぐれたさまに一人前にしようとこそ,内

心でおもっています。まだ不十分な年齢なのを,

肉親の心の間で (かわいさにながされて)目 がく

らんで,いそいで結婚させようとはおもいもよら

ないことで。それにしても,だれがこんなことを

申しあげたのだろうか。身分のひくい世間の者の

ことばにつられて,(内大臣が)容赦なくおおも

いになりおつしやるのも, くだらなく,根拠のな

い噂で,人 (雲居雁)のお名がけがれてしまうか

もしれない (いやそうなるだろう)」 とおっしや

ると……

[9]は ,息子の内大臣から,孫の雲居雁と夕霧が恋

人関係であることをしらされて,ふたりを世話してい

た祖母の大宮が,愕然としてかたつた会話の部分であ

る。「しりはべらざりける」は,い ままでふたりのな

かのことはまったく耳にしたことはなく,い まはじめ

てきいたということになる。その点からすると,い ま

の時点で,「 しらなかった」事態は終了したことにも

なる。



しかし,大宮の会話文の主旨は,自 分がいままでい

かに雲居雁を大事に養育してきたかであり,「 しらな

かった」事態から「しった」事態へと変化して,反省

するなり,自 分の方針をかえるといったものではな

い。内大臣が下々の者の噂話にのせられるのを批判

し,彼の画策する雲居雁をこの三条宮からうつしてし

まうということには反対であり,い ままでどおり,自

分の手元でそだてたいのであり,内大臣のするような

性急なことでは,かえって雲居雁に疵がついてしまう

と主張する。

この点からすると,「 しりはべらざりける」は,「 し

りませんでした」という事実をのべるだけでなく,

「しりませんでした」 しかし「しった」その事実はど

こまで信用できるのか,ま たそれにながされるのは間

題なのではという,大宮の批判をこめてのことばと理

解できる。この「しりはべらざりける」は,大宮の内

大臣への批判とみずからへの多少の後悔 もこめての

「述懐」ともなろう。

ただし,こ のようなムー ド的な意味で [9]の 例は

理解できる一方で,や はり,時間的な継続の側面も無

視することはできない。大宮が雲居雁と夕霧の仲をし

らなかったのは,そのはじまったときから現時点にい

たるまでつづいていた。そこに注目すると,こ の「し

りはべらざりける」が,時間的に継続していた事態を

もあらわしていることは明白であり,ザ リケリ形の用

法をかんがえるうえでも,こ の点は無視できないとお

もわれる。

以上,[7][8][9]と [4]でのザリケリ形の使用

例について,検討をおこなった。その結果として,ザ

リケリ形には基本的にその話し手の「感慨」のような

ムード的な意味で使用されている可能性のたかいこと

があきらかになった。

そこで,注意されるのは,[7][8][9]の 3例には

いずれも「かけても」という,否定表現と共起しやす

い副詞が使用されているということである。これは,

おなじ否定表現と共起する副詞でも,単 に否定を強調

する意味での副詞ではなく,こ れら「きく」「きこゆ

(は なす)」 「じる」のような,心理的な活動にかかわ

る動詞と共起することのおおい副詞である'。 話し手

の判断的な要素とかかわりやすい副詞といえる。この

「かけても」と共起しやすいことは,そ れだけザリケ

リ形がムード的な意味になりやすいということをしめ

していることにもなろう。

ただ,その一方で,い ま話し手がそれに気づいたと

いう点からすると,否定的な事態が現時点にまで継続
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していたということも意識されていると理解できる。

ザリケリ形は,基本的にムード的意味であるものの,

アスペクト的な継続の意味も,結果的にしめしている

例があるとおもわれる。そして,そ れには,[7]と

[9]の ようにそこで否定的事態が終了するばあいも,

[8]と [4]の ようにそれ以降も否定的事態が継続す

る可能1生のあるばあいもある。

さらに,3章での [5]の 「いだしたまはざりける

よ」のように,お もいかえすと,あのときは匂宮をお

よびしていることを顔色にもださなかったと,過去の

時点で否定的な事態であったことに,い まあらためて

「気づいた」とする例もある。このばあい,否定的事

態が現時点まで継続しているかどうかではなく,否定

的事態が過去にあったことへの「気づき」がムード的

な意味の中心となる。

このようにみてくると,事態の継続性が看取される

例と事態の継続性という側面は看取されない例がある

ことにもなる。このことは,や はり,ザ リケリ形の中
′亡ヽ的に意味するものはムード性であることをしめして

いる。

ただ,[5]の 「いだしたまはざりけるよ」のような

例はあるものの,ザ リケリ形においては,話 し手に関

するムード的な意味と動作の継続・終了というアスペ

クト的な意味とは,共存じやすいようである。ザリケ

リ形は,単にムード性をしめすだけでなく,ザリキ形
・ザリツ形ではあらわされにくい,否定的事態が継続

していたという状況をしめすための語形として,その

役割をになっていたとかんがえられるのである。

5 3つ の語形の役割分担

3章 と4章で,ザ リキ形とザリツ形とザリケリ形に

ついて,その使用例の検討をおこなった。その結果 ,

過去のある時点での否定的事態をしめすザリキ形と,

否定的事態が現時点で終了したことをしめすザリツ形

と,過去で否定的事態であったことを現時点で再確認

してそこに話 し手の「感慨」等をしめすザリケリ形

と,それぞれの意味があきらかとなった。

ただし,ザ リケリ形には,否定的事態が現時点まで

継続していることや,以降も継続する可能性をしめす

伊Jがある。このことから,ザ リケリ形はザリキ形やザ

リツ形ではじめしにくいアスペクト的な意味をしめす

語形であるといえそうである。

否定表現のテンス・アスペクトについては,ま だ不

明な点がおおく,本稿では,その一端にふれたのみで



ある。今後,他の動詞での使用例 もふ くめて検討をす
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